
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
早
川
町
小
縄
字
サ
カ
ノ
三
三
二
番
地
先

旧

九
・
八
〜

九
三
・
五

か
ら

二
一
・
〇

南
巨
摩
郡
早
川
町
小
縄
字
サ
カ
ノ
三
二
七
番
地
先

ま
で

新

三
一
・
六
〜

九
三
・
五

七
五
・
三

山
梨
県
告
示
第
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
百
三
十
九
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
字
入
川
一
七
三
五
番
一
地
先

旧

一
二
・
一
〜

九
二
・
六

か
ら

一
六
・
三

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
字
入
川
一
七
四
三
番
地
先
ま

で

新

二
一
・
一
〜

九
二
・
六

三
三
・
九

山
梨
県
告
示
第
二
十
一
号

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七

公
　
　
　
告

○
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
甲
府
市
川
三
郷
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
字
峠
沢
二
四
八
七
番

旧

八
・
一
〜

二
一
・
〇

一
二
地
先
か
ら

八
・
二

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
字
峠
沢
二
四
八
七
番

一
八
地
先
ま
で

新

八
・
二
〜

二
一
・
〇

一
三
・
四

山
梨
県
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

山

梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
七

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

二
月
六
日

第
二
千
六
百
七
十
号

月　曜　日



道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

甲
府
市
川
三
　
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
字
峠
沢

二
一
・
〇

平
成
二
十
九

郷
線

二
四
八
七
番
一
二
地
先
か
ら
　

年
二
月
六
日

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
字
峠
沢

二
四
八
七
番
一
八
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
、
縦
覧
に
供
さ

れ
た
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
農
用
地
利
用
配
分
計
画

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者
　
　
　
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称
　
居
住
し
、
又
は
所
　
所
在
　

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

在
す
る
市
区
町
村

松
本
重
崇

甲
府
市

中
央
市
高
部
字
明
治
百
十
二

一
、
〇
一
五
・
〇

番中
央
市
高
部
字
明
治
六
百
九

九
七
六
・
〇

十
一
番
一

中
央
市
高
部
字
明
治
百
三
十

八
二
九
・
〇

八
番
一
外
一
筆

中
央
市
高
部
字
明
治
四
百
十

一
、
八
一
五
・
〇

三
番
外
二
筆

中
央
市
高
部
字
明
治
六
百
三

五
〇
三
・
〇

十
八
番
一

古
矢
昌

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
堀
田
五
百

二
、
一
四
七
・
〇

四
十
五
番
一
外
一
筆

竹
川
秀
樹

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
杣
口
字
上
杣

二
、
一
二
七
・
〇

口
二
千
二
百
七
十
三
番
一
外

三
筆

有
限
会
社
山
梨

山
梨
市

山
梨
市
三
ケ
所
字
新
町
東
八

一
、
五
一
三
・
〇

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

百
十
三
番
外
一
筆

ン金
子
師
行

山
梨
市

山
梨
市
中
村
字
梅
ノ
木
塚
五

一
、
五
一
二
・
〇

百
八
十
番
一

高
野
弘
法

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
小
市
平
千

七
三
六
・
〇

百
五
十
二
番

大
澤
利
嗣

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
小
市
平
千

一
、
九
八
五
・
〇

百
四
十
四
番

宮
澤
四
郎

山
梨
市

山
梨
市
上
栗
原
字
西
田
五
十

一
、
〇
二
九
・
〇

一
番
二
外
一
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

二
八



清
水
俊
英

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
字
東
林

二
、
九
四
六
・
〇

千
五
百
五
十
一
番
二
外
三
筆

豊
永
久
幸

山
梨
市

山
梨
市
北
字
西
明
見
四
百
十

一
、
四
九
九
・
〇

六
番
外
二
筆

窪
田
今
朝
富

山
梨
市

山
梨
市
南
字
滝
ノ
平
千
四
百

九
七
八
・
〇

九
十
九
番
一

保
坂
典
利

山
梨
市

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
神
之
木

二
、
二
五
〇
・
〇

八
十
八
番
外
一
筆

町
田
陽
平

山
梨
市

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
字
北
重

六
四
五
・
〇

蓮
五
千
百
九
十
五
番
三

横
森
公
毅

韮
崎
市

韮
崎
市
穂
坂
町
三
ツ
澤
字
三

五
、
三
〇
八
・
〇

石
三
千
三
百
六
十
番
外
三
筆

藤
田
和
久

南
ア
ル
プ
ス
市

北
杜
市
明
野
町
上
手
字
永
井

二
、
五
三
八
・
〇

原
一
万
千
七
百
十
五
番
三

相
川
大
地

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市
下
今
諏
訪
字

一
、
二
一
四
・
〇

森
南
百
十
一
番
一

浅
川
辰
一

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
金
生

二
、
二
〇
二
・
〇

三
百
番

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
天

三
、
〇
九
八
・
〇

神
二
千
六
百
五
十
八
番
外
一

筆

小
清
水
元
一

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
石

四
、
四
六
三
・
〇

堂
八
千
二
百
四
十
番
八
十
二

中
嶋
勇
一
郎

北
杜
市

北
杜
市
白
州
町
台
ヶ
原
字
西

五
、
〇
二
二
・
〇

久
保
三
百
十
三
番
外
七
筆

富
岡
伸
明

北
杜
市

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
下
八
里

八
、
七
九
四
・
〇

田
九
千
五
百
二
十
七
番
一
外

三
筆

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
下
八
里

四
、
八
二
七
・
〇

田
九
千
五
百
三
十
二
番
外
二

筆

浅
川
浩
史

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
五
里

一
、
八
三
九
・
〇

畑
五
千
二
百
八
十
九
番

農
事
組
合
法
人

北
杜
市

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
下

一
、
四
五
六
・
〇

エ
ナ
ジ
ー
津
金

川
手
五
千
二
百
六
十
番
外
一

筆北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
下

一
一
、
九
九
六
・
〇

川
手
五
千
二
百
一
番
外
十
六

筆

株
式
会
社
こ
ぴ

北
杜
市

北
杜
市
長
坂
町
白
井
沢
字
横

一
、
二
〇
三
・
〇

っ
と

針
千
六
百
九
十
八
番

北
杜
市
小
淵
沢
町
松
向
字
新

一
七
、
五
三
六
・
七

井
松
向
二
千
四
百
七
十
三
番

外
十
四
筆

上
條
敦
志

北
杜
市

北
杜
市
高
根
町
東
井
出
字
西

四
、
六
七
二
・
〇

窪
六
百
四
十
一
番
外
二
筆

株
式
会
社
小
笠

北
杜
市

北
杜
市
高
根
町
堤
字
西
の
入

六
、
二
五
五
・
〇

原
フ
ァ
ー
ム

七
十
五
番
外
五
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

二
九



有
限
会
社
梶
原

北
杜
市

甲
斐
市
宇
津
谷
字
大
中
丸
三

九
、
二
六
四
・
〇

農
場

千
二
百
四
番
外
十
二
筆

農
業
生
産
法
人

北
杜
市

北
杜
市
明
野
町
小
笠
原
字
大

二
一
、
四
六
四
・
〇

株
式
会
社
Ｃ
ｏ

内
窪
三
千
三
百
九
十
四
番
四

ｕ
Ｃ
ｏ
ｕ
│

Ｌ

百
八
十
八
外
二
十
筆

ａ
ｐ
ｉ
ｎ
　
Ｄ

ｏ
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ

ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ

ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｉ
ｊ

ｉ
ｓ

村
田
和
繁

笛
吹
市

山
梨
市
上
之
割
字
梨
木
六
百

二
、
三
〇
八
・
〇

三
十
五
番

甲
州
市
塩
山
下
塩
後
字
比
丘

四
、
八
七
五
・
〇

尼
原
三
百
六
十
四
番
一
外
一

筆

椚
建
二
郎

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
南
字
宮
田
三

六
二
二
・
〇

千
六
百
二
十
四
番
外
二
筆

笛
吹
市
八
代
町
永
井
字
三
光

九
六
七
・
〇

神
千
七
百
二
十
五
番
一
外
一

筆

末
木
康
成

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
大
間
田
字
仲

一
、
一
〇
八
・
〇

屋
百
八
十
三
番
一
外
一
筆

金
子
政
次

笛
吹
市

笛
吹
市
石
和
町
今
井
字
参
宮

二
、
六
一
〇
・
〇

地
百
八
番
外
一
筆

笛
吹
市
一
宮
町
南
野
呂
字
西

一
、
六
三
八
・
〇

田
四
百
九
十
三
番

横
瀬
秀
雄

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
字
上
ノ

一
、
一
五
六
・
〇

平
二
千
百
七
十
一
番
一
外
一

筆

齊
藤
竜
一

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
字
三
反

五
七
九
・
〇

田
千
五
百
八
十
八
番
一

農
業
生
産
法
人

笛
吹
市

笛
吹
市
石
和
町
中
川
字
木
前

二
、
四
二
五
・
〇

株
式
会
社
Ｉ

千
百
四
十
三
番
外
一
筆

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

笛
吹
市
石
和
町
中
川
字
木
前

一
、
三
二
〇
・
〇

千
百
三
十
九
番
外
一
筆

笛
吹
市
石
和
町
上
平
井
字
上

一
、
六
八
四
・
〇

前
田
七
百
五
十
三
番
一
外
三

筆

渡
邉
勝
大

笛
吹
市

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
字
仲
町

六
三
三
・
〇

九
百
六
十
四
番
一

若
杉
直
樹

笛
吹
市

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
字
松

二
、
一
四
七
・
〇

葉
畑
北
町
千
百
二
十
六
番
外

一
筆

井
上
一
也

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
南
字
宮
田
三

二
、
五
六
〇
・
〇

千
五
百
七
十
七
番
一

泉
博
之

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
南
字
森
ノ
上

三
、
一
九
五
・
〇

南
二
百
五
十
七
番
一
外
四
筆

笛
吹
市
八
代
町
永
井
字
山
ノ

九
一
二
・
〇

神
千
四
百
二
十
五
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

三
〇



竹
下
喜
久
夫

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
字
中

一
、
〇
〇
九
・
〇

道
三
九
番

沼
中
一

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
東
原
字
櫻
畑

一
、
三
二
〇
・
〇

二
百
三
十
二
番
一
外
一
筆

三
枝
輝
雄

笛
吹
市

笛
吹
市
境
川
町
小
山
字
西
原

一
、
一
一
八
・
〇

三
百
六
十
四
番
一
外
一
筆

三
枝
美
和
子

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
字
大
仏

一
、
八
〇
三
・
〇

塚
四
百
三
十
九
番
一
外
二
筆

上
野
原
ゆ
う
き

上
野
原
市

上
野
原
市
鶴
川
字
堀
ノ
内
七

四
、
六
〇
五
・
〇

の
輪
合
同
会
社

百
四
十
一
番
外
六
筆

中
野
志
津
香

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
横
内

一
、
八
六
六
・
〇

前
千
三
百
四
十
七
番
一
外
二

筆

辻
一
昭

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
山
字
松
原
千

一
、
二
三
四
・
〇

七
百
六
十
八
番
四

渡
辺
崇
紀

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
雁
林

九
〇
一
・
〇

千
九
百
二
十
三
番
一

長
野
隆
弘

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
下
岩
崎
字
京

五
三
八
・
〇

出
八
七
番

メ
ル
シ
ャ
ン
ヴ

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
上
小
田
原
字
小

三
八
、
三
一
二
・
〇

ィ
テ
ィ
コ
ー
ル

浅
原
千
三
十
二
番
七
外
一
筆

勝
沼
株
式
会
社

古
屋
昌
彦

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
三
日
市
場
字
上

五
七
七
・
〇

原
壱
三
百
八
十
一
番

筒
井
和
夫

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
下
粟
生
野
字
上

二
、
五
四
七
・
〇

宮
沢
二
百
四
十
一
番
外
五
筆

小
澤
政
樹

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
等
々
力
字
百

二
、
四
一
四
・
〇

々
巡
二
千
二
百
四
十
六
番
外

三
筆

萩
原
直
仁

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
字
下
菱

二
、
〇
八
一
・
〇

平
下
割
四
千
六
百
九
十
五
番

佐
野
剛
彦

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
雁
分

一
、
九
七
八
・
〇

八
百
二
十
番
一
外
一
筆

内
藤
善
仁

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
字
藏
ヶ

二
、
〇
六
二
・
〇

池
四
百
三
十
七
番
外
三
筆

樋
泉
卓

中
央
市

中
央
市
馬
籠
字
天
神
九
百
三

一
、
九
二
六
・
〇

十
九
番

坂
本
武

中
央
市

中
央
市
関
原
字
山
口
三
百
十

一
、
三
八
三
・
〇

三
番
一
外
二
筆

八
咲
生
農
園
株

神
奈
川
県
相
模
原

北
杜
市
明
野
町
上
手
字
永
井

一
三
、
二
七
三
・
〇

式
会
社

市

原
一
万
千
七
百
十
五
番
十
一

外
五
筆

（
詳
細
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
　
縦
覧
の
場
所
等

１
　
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
農
政
部
担
い
手
・
農
地
対
策
室

●
２
●
期
間
●
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
日

３
　
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

三
一



三
　
意
見
書
の
提
出
先
等

１
　
提
出
先
　
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所

２
　
記
載
事
項

（一）

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（二）

利
害
関
係
の
内
容

（三）

意
見

３
　
提
出
期
限
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日

三
二


